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一般質問
　

①
国
会
議
員
は
国
民
か
ら
国
の

か
じ
取
り
を
任
さ
れ
て
い
る
は
ず

だ
。
今
の
日
本
に
は
多
く
の
問
題

が
山
積
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
時

期
に
政
局
で
動
き
、
衆
院
の
解
散

総
選
挙
を
唱
え
て
い
る
場
合
で
は

な
い
。
一
致
団
結
し
て
こ
の
難
局

を
乗
り
切
る
こ
と
が
先
決
だ
。
国

の
財
源
不
足
の
中
、
特
例
公
債
法

案
が
廃
案
に
な
っ
た
。
区
は
平
成

24
年
度
の
予
算
と
事
業
計
画
を
立

て
、
様
々
な
事
業
を
遂
行
し
て
い

る
が
、
国
が
止
ま
っ
て
い
て
も
区

民
生
活
や
事
業
の
執
行
に
問
題
や

影
響
は
な
い
の
か
。

　

区
長　

❶
現
時
点
に
お
い
て
は

特
例
公
債
法
案
成
立
の
遅
れ
に
よ

る
地
方
自
治
体
へ
の
影
響
は
、
道

府
県
に
対
す
る
地
方
交
付
税
の
支

払
い
延
期
等
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

区
の
財
政
面
で
具
体
的
な
影
響
は

生
じ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
国
政

の
動
向
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。

子
孫
の
た
め
に
脱
原
発
を
。
放
射

能
の
影
響
に
つ
い
て
！

　

①
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
放
射
線
の
影
響
は
、

高
レ
ベ
ル
の
放
射
線
を
被
曝
し
て

急
性
障
害
に
な
る
場
合
と
、
将
来

的
に
影
響
が
出
て
く
る
場
合
が
あ

る
。
特
に
影
響
を
受
け
や
す
い
の

は
成
長
途
中
で
あ
り
細
胞
分
裂
が

活
発
な
胎
児
と
子
ど
も
た
ち
だ
。

人
体
へ
の
影
響
の
ほ
か
に
も
、
問

題
点
が
あ
る
。
福
島
原
発
を
廃
炉

に
す
る
た
め
に
30
年
も
か
か
る
。

飛
び
散
っ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
、

地
震
や
津
波
や
火
災
か
ら
生
じ
た

が
れ
き
処
理
に
15
年
以
上
も
か
か

る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
長
期
に
わ

た
り
農
作
物
、
畜
産
物
、
魚
介
類

の
出
荷
停
止
で
事
業
が
で
き
な
く

な
る
。
出
荷
可
能
に
な
っ
て
も
、

消
費
者
の
安
心
感
を
得
る
た
め
に
、

生
産
者
や
販
売
業
者
や
消
費
者
も

放
射
線
検
査
が
必
要
に
な
る
。
観

光
産
業
の
落
ち
込
み
や
地
域
か
ら

の
人
口
や
企
業
の
流
出
で
、
地
域

経
済
や
市
町
村
の
存
続
な
ど
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
除
染
区

域
が
広
す
ぎ
た
り
、
汚
染
さ
れ
た

土
壌
等
の
保
管
場
所
が
決
ま
ら
ず

抜
本
的
な
改
善
が
進
ま
な
い
な
ど

だ
。
更
に
放
射
性
廃
棄
物
は
安
全

な
も
の
に
処
理
で
き
ず
、
い
ま
だ

に
保
管
す
る
し
か
方
法
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
原
発
は
存
続
さ
せ

て
は
い
け
な
い
危
険
物
だ
と
い
う

こ
と
だ
。
も
し
日
本
全
土
に
巨
大

地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
原
発
が

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
場
合
は
、

こ
の
狭
い
日
本
の
ど
こ
に
も
避
難

す
る
場
所
さ
え
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
今
、
日
本
の
と
る
べ
き

道
は
、
脱
原
発
を
早
急
に
実
施
す

る
こ
と
だ
。
医
療
行
為
や
交
通
機

関
、
産
業
の
生
産
活
動
に
対
し
て

は
支
障
が
な
い
万
全
な
電
力
供
給

の
対
応
は
不
可
欠
だ
が
、
国
民
や

企
業
に
節
電
の
協
力
を
お
願
い
し

続
け
る
と
と
も
に
、
天
然
ガ
ス
な

ど
を
使
用
し
た
火
力
発
電
の
増
設

を
行
い
、
さ
ら
に
地
熱
、
風
力
、

ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
を
使
っ
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

早
急
に
推
進
す
べ
き
だ
。
②
原
発

を
大
変
危
険
な
も
の
だ
と
思
う
が
、

区
と
し
て
危
機
管
理
室
、
医
療
、

土
木
、
環
境
、
子
育
て
、
教
育
の

観
点
か
ら
ど
う
思
う
か
。
③
放
射

能
の
影
響
は
、
数
年
先
か
ら
二
、

三
十
年
先
に
人
体
に
影
響
が
出
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
区
は
放
射
線

に
対
し
て
区
民
の
相
談
に
応
じ
ら

れ
る
専
門
員
を
置
い
て
は
。

　

都
市
環
境
事
業
部
長　

❶
原
発

は
、
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
一
方
、
ひ
と
た

び
事
故
を
起
こ
す
と
甚
大
な
被
害

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
、
現
在
、
国
で
は
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
向
け
た
調
整
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
原
発
の
是

非
や
危
険
性
に
つ
い
て
も
、
国
が

自
ら
の
責
任
で
結
論
を
出
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
区
と
し
て
意
見
を

述
べ
る
考
え
は
な
い
。
❷
区
と
し

て
は
、
区
民
に
最
も
身
近
な
自
治

体
と
し
て
、
避
難
者
支
援
、
放
射

能
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
、
道

路
や
公
園
で
の
放
射
線
の
測
定
な

ど
、
区
民
の
不
安
や
相
談
に
応
え

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
で

き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
も
環
境
の
変
化
を
注
視

し
、
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。
❸
放
射
線

に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は

多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
例
え
ば
空

間
線
量
に
つ
い
て
は
環
境
課
、
給

食
食
材
の
検
査
に
つ
い
て
は
学
務

課
な
ど
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
対
応
が
必
要
だ
。
専
門

員
が
す
べ
て
の
相
談
に
対
応
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
従
来

ど
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
の

対
応
が
最
善
と
考
え
る
。

　

①
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
の
た
め
に
㋐
自
前
の
講

習
室
を
持
つ
こ
と
で
発
信
力
を
高

め
て
は
。
㋑
参
加
者
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
等
を
進
め
、
連
続
講

座
な
ど
で
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
人
材
を
計
画
的
に
育
成
し
て

は
。
㋒
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
は
。
②
性
的
少
数
者
に
関
わ
る

取
り
組
み
と
し
て
㋐
相
談
窓
口
を

明
示
し
て
は
。
㋑
人
権
週
間
の
中

で
の
啓
発
活
動
や
学
校
で
の
養
護

教
諭
な
ど
へ
の
研
修
な
ど
、
今
後

様
々
な
分
野
で
配
慮
を
進
め
て
は
。

　

総
務
部
長　

❶
㋐
会
議
室
を
活

用
し
た
カ
フ
ェ
形
式
の
講
座
実
施

や
閲
覧
室
を
講
習
室
に
改
修
す
る

こ
と
等
を
検
討
し
て
い
る
。
㋑
利

用
者
懇
談
会
や
研
修
会
等
の
活
動

の
中
で
地
域
の
人
材
育
成
に
も
つ

な
げ
て
い
く
。
㋒
関
係
各
課
と
準

備
を
進
め
て
い
く
。
❷
㋐
心
と
生

き
方
の
悩
み
相
談
で
対
応
し
て
い

る
が
、
今
後
は
Ｐ
Ｒ
を
工
夫
す
る
。

㋑
区
の
施
策
に
性
的
少
数
者
の
視

点
を
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
性
的
少
数
者
の
抱
え
て
い
る

悩
み
等
を
知
る
一
歩
踏
み
込
ん
だ

人
権
研
修
を
昨
年
実
施
し
た
。
児

童
等
へ
の
指
導
資
料
の
あ
り
方
等

も
含
め
今
後
の
課
題
と
し
て
い
く
。

公
契
約
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

①
公
共
事
業
の
品
質
や
契
約
に

携
わ
る
労
働
者
の
適
正
な
労
働
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
公
契
約
条

例
を
制
定
す
る
自
治
体
が
増
加
し

て
い
る
。
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、

具
体
的
に
研
究
し
て
は
。

　

区
長　

❶
賃
金
等
の
勤
労
条
件

に
関
す
る
基
準
は
法
律
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
直
ち
に
公
契
約
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
が
、
他
自
治
体

の
状
況
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

　

①
保
育
マ
マ
施
設
に
㋐
認
可
園

の
栄
養
士
等
が
巡
回
し
て
は
。

㋑
代
替
人
員
を
複
数
施
設
で
融
通

す
る
な
ど
の
仕
組
み
を
作
っ
て
は
。

②
在
宅
子
育
て
家
庭
の
居
場
所
づ

く
り
の
施
策
を
展
開
す
る
児
童
セ

ン
タ
ー
を
㋐
乳
幼
児
数
増
加
が
見

込
ま
れ
る
再
開
発
エ
リ
ア
等
に
増

設
し
て
は
。
㋑
再
編
す
る
中
で
、

ニ
ー
ズ
等
を
地
域
ご
と
に
把
握
し
、

運
営
の
充
実
を
図
る
計
画
は
。

③
半
額
助
成
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
は
23
区
中
極
め
て

低
い
。
全
額
助
成
、
あ
る
い
は
公

費
助
成
額
の
増
額
を
図
っ
て
は
。

④
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
へ
の

公
費
助
成
を
。
⑤
今
後
の
小
児
用

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
姿
勢
を
伺
う
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　

❶
㋐
保
育
課
の
指
導
担
当
職
員
が

定
期
的
に
巡
回
し
、
連
携
し
た
区

立
保
育
園
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

を
取
っ
て
い
る
。
㋑
事
業
所
型
は

経
費
助
成
、
在
宅
型
は
区
立
保
育

園
の
一
時
保
育
で
対
応
し
て
い
る
。

❷
㋐
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
親
子
サ

ロ
ン
や
子
育
て
広
場
事
業
等
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。
㋑
幼
児
人

口
の
ピ
ー
ク
を
越
え
た
後
の
ニ
ー

ズ
の
動
向
も
把
握
し
、
多
世
代
交

流
な
ど
多
角
的
に
検
討
す
る
。

　

品
川
区
保
健
所
長　

❸
現
在
の

助
成
を
継
続
す
る
。
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
等
は
近
い
将
来
、
定
期

化
の
動
き
が
あ
る
の
で
国
の
方
針

に
沿
っ
て
対
応
す
る
。
❹
副
作
用

や
医
療
経
済
的
な
評
価
も
固
ま
っ

て
お
ら
ず
国
の
検
討
会
の
結
果
を

見
守
る
。
❺
定
期
接
種
は
全
額
補

助
、
任
意
接
種
は
半
額
程
度
の
一

部
助
成
を
原
則
と
し
て
い
る
。

大
崎
駅
周
辺
再
開
発
に
つ
い
て

　

①
北
品
川
五
丁
目
地
区
の
も
の

づ
く
り
産
業
支
援
施
設
の
設
置
計

画
は
、
採
算
を
念
頭
に
置
い
た
仕

阿部　祐美子　議員（民・改）

男女共同参画の推進
について

こ
れ
で
い
い
の
か
、
止
ま
っ
て
い
る
国
会
。

区
へ
の
影
響
は
！

須
貝　

行
宏　

議
員

（
み
・
無
）

組
み
を
考
え
る
べ
き
だ
が
、
課
題

に
な
る
ホ
ー
ル
の
稼
働
率
や
利
用

形
態
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
運
営
に
民
間

の
力
を
借
り
て
は
。
③
施
設
運
営

の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
区
の
ど

の
部
署
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た

し
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
具
現
化
を
し
て
い
く
の
か
。　

　

都
市
環
境
事
業
部
長　

❶
高
い

稼
働
率
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
多

目
的
な
利
用
を
中
心
に
検
討
を
進

め
て
い
る
。
❷
産
業
支
援
や
施
設

経
営
に
豊
富
な
実
績
を
持
つ
多
様

な
企
業
で
構
成
さ
れ
る
品
川
ビ
ジ

ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
と
連
携
を
図
り
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。
❸
産
業
支

援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
は
も
の
づ

く
り
・
経
営
支
援
課
が
、
施
設
の

建
設
や
管
理
等
に
つ
い
て
は
都
市

開
発
課
が
中
心
と
な
る
。
竣
工
は

平
成
27
年
な
の
で
、
運
営
の
詳
細

は
26
年
に
は
確
定
さ
せ
て
い
く
。

件　　　名
自
民 

⑾

民
・
改 

⑺

共
産 

⑸

議
決
結
果

意見の分かれた議案（平成24年第3回定例会）

○…賛成、×…反対、  （ ）は所属議員数  ＊数字は議員数

公
明 

⑻

み
・
無 

⑻

平成 24年度一般会計補正予算 可決○ ○ ×○ ○＊7

保育の実施等に関する条例 可決○ ○ ×○ ○＊7

区立学校設置条例 可決○ ○ ×○ ○＊7

指定管理者の指定について 可決○ ○ ×○ ○＊7

平成 23年度一般会計歳入歳出決算 可決○ ○ ×○ ○＊7

平成 23年度国民健康保険事業会計歳入歳出決算 可決○ ○ ×○ ○＊7

平成 23年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 可決○ ○ ×○ ○＊7

平成 23年度介護保険特別会計歳入歳出決算 可決○ ○ ×○ ○＊7


